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１．2026年９月期の業績（2025年10月１日～2026年９月30日）

（１）経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年９月期 2,471 4.3 313 248.4 312 191.9 204 218.9
2025年９月期 2,370 △1.3 89 53.6 107 △11.1 64 △32.3

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2026年９月期 47.65 － 10.8 12.7 12.7
2025年９月期 15.07 － 3.9 4.8 3.8

(参考) 持分法投資損益 2026年９月期 －百万円 2025年９月期 －百万円

(注１)2026年７月１日を効力発生日として、普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。前事業年

度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、「１株当たり当期純利益」を算定しております。

(注２)前事業年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益につきましては、潜在株式は存在するものの当社株式は非

上場であり、期中平均株価が把握できないため記載しておりません。

(注３)当事業年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益につきましては、潜在株式は存在するものの希薄化効果を

有しないため記載しておりません。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年９月期 2,734 2,134 78.0 455.24
2025年９月期 2,204 1,675 75.9 392.91

(参考) 自己資本 2026年９月期 2,133百万円 2025年９月期 1,673百万円

(注)2026年７月１日を効力発生日として、普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。前事業年度

の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、「１株当たり純資産」を算定しております。

（３）キャッシュ・フローの状況
営業活動による

キャッシュ・フロー
投資活動による

キャッシュ・フロー
財務活動による

キャッシュ・フロー
現金及び現金同等物

期末残高
百万円 百万円 百万円 百万円

2026年９月期 548 △353 264 948
2025年９月期 212 △10 － 489

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2025年９月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －
2026年９月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －
2027年９月期(予想) － 0.00 － 0.00 0.00 －



３．2027年９月期の業績予想（2026年10月１日～2027年９月30日）

(％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期(累計) 1,193 5.2 98 △21.9 100 △30.5 68 △28.2 14.65
通 期 2,626 6.3 350 11.9 353 13.2 232 13.6 49.60

※ 注記事項

（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（２）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年９月期 4,686,000株 2025年９月期 4,260,000株

② 期末自己株式数 2026年９月期 －株 2025年９月期 －株

③ 期中平均株式数 2026年９月期 4,295,500株 2025年９月期 4,260,000株

（注）2026年７月１日を効力発生日として、普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。前事業年

度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、「期末発行済株式数」、「期中平均株式数」を算定しております。

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

・決算補足説明資料は2026年11月20日（金）に当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

当事業年度におけるわが国の経済は、賃上げの定着による雇用・所得環境の改善やインバウンド需要の拡大に支

えられ、緩やかな回復基調を維持いたしました。政局においては、2026年2月の衆議院議員総選挙を経て発足した

与党体制のもとで各種経済施策の具体化が進み、国内設備投資やDX推進に向けた前向きな動きが広がりました。一

方、世界経済においては、米国の通商・関税政策の動向や地政学リスクの長期化を背景に、為替相場や株式市場に

おける変動性の高い状況が継続いたしました。長引くエネルギー・原材料コストの高止まりや物価高が企業の収益

構造に及ぼす影響など、依然として先行き不透明な事業環境が続いております。

「ゴルフ関連事業」におきましては、若年層や訪日外国人観光客の取り込みによるゴルフ需要の裾野拡大が定着

し、市場は堅調に推移いたしました。一方で、深刻化する人手不足への対応と運営効率化、顧客満足度向上を両立

させるためのDX投資需要は一層高まっております。カートナビ分野では、国内累計1,300コース以上への導入実績

を基盤に、最新の11.5インチ高性能タブレットナビ「Marshal Ai Premium」へのリプレース提案を強力に推進いた

しました。ドライブレコーダー対応などの安全運行支援機能に加え、基幹業務システムとのリアルタイム連携によ

る完全セルフ化の支援、プレーデータ分析に基づくコース運営の最適化など、高付加価値ソリューションの提供に

より市場シェアを確固たるものといたしました。また、同事業に関連して、ゴルフカートを利用した広告サービス

である「Golfcart Vision」、「GOLチャン」やゴルフプレイヤー向けのアプリサービスである「スマートゴルフナ

ビ」、「Ai CADDY」、「スイング分析」、「GREEiN」等を展開しております。

幼稚園・保育園・認定こども園を対象とした「コミュなび事業」におきましては、保育現場における慢性的な人

材不足の解消に向け、ICTツールを活用した業務効率化が急務となっております。こども家庭庁が推進する各種ガ

イドラインや事務負担軽減策を背景に、登降園管理や保護者連絡、指導計画作成といった園業務を一括支援するク

ラウドサービス「コミュなび」の需要は着実に拡大いたしました。現場のニーズを的確に捉えたUI/UXの改善およ

び機能強化を継続して実施し、施設の「安心・安全・円滑」な運営を支えるインフラとして、契約園数の積み上げ

と自治体連携の深耕に注力いたしました。また、GPSを活用した子ども見守りシステム「みまもりなび」、同シス

テムをコンシューマー向けにカスタマイズした「みまもりこみぱす」を提供しております。本システムの利用料及

び、当社が提供するクラウド上で保護者が行事写真等を注文・購入出来るサービス(写真コレなび)が主な収益構造

となっております。

「健康見守り事業」におきましては、人的資本経営や医療DXの進展を追い風に、社会実装が加速いたしました。

医療DX領域におきましては、医療機関・介護施設向け「バイタルナビ」において、管理医療機器認証を取得したス

マートウォッチを活用したバイタルデータの継続的なモニタリングを通じ、医療機関への導入および病棟・臨床現

場における実証実験を着実に推進いたしました。また、医療機関との実証実験を通じて得られた現場のニーズをも

とに、患者ごとのバイタル情報をベッドサイド等で確認できる「個別バイタルモニター」の開発など、機能拡充に

も取り組みました。さらに、退院後の在宅医療や遠隔モニタリングへの対応を見据えた新機能の検討も進め、医療

従事者の業務負担軽減と患者のQOL向上に寄与するソリューションとして、導入実績の蓄積と活用領域の拡大を図

っております。一方、健康見守り領域におきましては、猛暑の常態化や職場における熱中症対策の強化に加え、運

送・物流・建設業界における労働時間規制（2024年問題）への対応を背景に、従業員の安全衛生管理や健康管理の

重要性が高まっております。ウェアラブル端末とクラウドシステムを活用した「TECHNO BAND（テクノバンド）」

は、従業員の体調異変や危険リスクを早期検知・通知する現場DXソリューションとして、運送・建設・製造業等の

一般企業における導入が順調に進展いたしました。また、2026年９月には同製品が国土交通省の新技術情報提供シ

ステム（NETIS）に登録され、さらなる認知向上と販路拡大に向けた取り組みを推進いたしました。位置情報と生

体データを融合させた独自のプラットフォームは、医療・介護から産業現場に至る安全衛生管理の標準的なソリュ

ーションとしての評価を確立し、将来の収益の柱となるべく、売上規模の拡大が進んでおります。

なお、当社は事業基盤の強化、社会的信用の向上および持続的な成長を実現するため、2026年９月において東京

証券取引所スタンダード市場への新規上場を果たし、企業価値向上に向けた新たな一歩を踏み出しております。

その様な状況の中、当社の業況に関しましては、売上につきましては、主力のカートナビ分野はリカーリング・

レベニューを基盤とする収益構造への継続的な転換を図り、また大型案件の受注・リプレースを促進し、オプショ

ン売上等も好調となりました。さらに広告分野における広告配信収入も好調となったことにより、前事業年度を超

える売上高を確保いたしました。

一方、コスト・利益面につきましては、営業損益につきましては、リカーリング収益中心の収益体質への移行、
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製品の集約化による仕入、開発の効率化、タブレットのリユース体制の確立などの利益体質の改善策が結実し、大

幅に前事業年度を上回る結果となり、営業外損益につきましては、従業員互助会解散に伴う同会の資産移管ならび

に当社が被った損害に対する受取補償金、地元自治体からの開発支援補助金などを営業外収益に、新規上場に伴う

上場関連費用、株式交付費などを営業外費用に計上し、その両者が概ね同額であったため、経常利益におきまして

も同様の結果となりました。特別損益につきましては、ゴルフ関連事業の一部資産の収益性低下に伴う減損損失な

どを計上し、税金費用につきましては、大幅な利益(課税所得)の増加に伴い、前事業年度より多額の法人税等を計

上いたしました。

以上の結果、当事業年度の売上高は2,471,797千円(前事業年度比4.3%増)、営業利益は313,576千円(前事業年度

248.4%増)、経常利益は312,476千円(前事業年度比191.9%増)、当期純利益は204,703千円(前事業年度比218.9%増)

となりました。

セグメント別の業績は以下のとおりであります。

(ゴルフ関連事業)

売上高につきましては、カートナビ分野におきましては、従来よりモニタサイズの大きい11.5インチカートナビ

が好評を博し、その他オプション販売にも注力いたしました。またゴルフカートの後部にサイネージを設置しての

広告配信分野も伸長いたしました。

コスト・利益面におきましても、様々な利益体質の改善策が結実し、大幅に前事業年度を上回る結果となりま

した。

以上の結果、ゴルフ関連事業の当事業年度の業績は、売上高2,122,548千円(前事業年度比2.9%増)、営業利益

586,091千円(前事業年度比63.5%増)となりました。

(コミュなび事業)

売上高につきましては、新規契約数を堅調に伸ばし、コスト・利益面では、サーバ利用料等の効率化・削減に取

り組みました。

以上の結果、コミュなび事業の当事業年度の業績は、売上高286,551千円(前事業年度比3.5%増)、営業利益

34,686千円(前事業年度比28.4%増)となりました。

(健康見守り事業)

売上高につきましては、新規契約数を堅調に伸ばし、コスト・利益面では、サーバ利用料等の効率化・削減に取

り組みましたが、立ち上げから間もない事もあり、利益を計上するには至っておりません。引き続き市場からのニ

ーズの取込に注力してまいります。

健康見守り事業の当事業年度の業績は、売上高62,697千円(前事業年度比105.6%増)、営業損失99,010千円(前事

業年度は73,602千円の営業損失)となりました。

（２）当期の財政状態の概況

(資産)

当事業年度末における流動資産は1,758,973千円となり、前事業年度末に比べ463,064千円増加いたしました。こ

れは主に上場に伴う新株発行並びに原価改善による支出の減少に伴う現金及び預金の増加459,627千円、その他要

因といたしまして、カートナビの割賦販売の増加による入金サイトの長期化に伴う売掛金の増加64,181千円、オリ

ジナルブランドによる高級スマートウォッチの販売促進による商品及び製品の減少51,631千円によるものでありま

す。固定資産は975,820千円となり、前事業年度末に比べ66,803千円増加いたしました。これは主に新規ソフトウ

エアの開発によるソフトウエア並びにソフトウエア仮勘定の増加73,853千円、その他要因として、新潟市西蒲区に

新設いたしましたオフィスの土地23,517千円によるものであります。この結果、資産合計は2,734,793千円となり、

前事業年度末に比べ529,867千円増加いたしました。

(負債)

当事業年度末における流動負債は506,106千円となり、前事業年度末に比べ39,030千円増加いたしました。これ

は主に前事業年度より大幅に利益(所得)が増加したことによる未払法人税等の増加74,447千円、コスト削減による

買掛金の減少40,945千円によるものであります。固定負債は94,021千円となり、前事業年度末に比べ31,386千円増

加いたしました。これは退職金の受給権が発生した従業員の増加に伴う退職給付引当金の増加14,218千円並びに上

述のオフィス新設のための長期借入金17,250千円によるものであります。この結果、負債合計は600,127千円とな
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り、前事業年度末に比べ70,416千円増加いたしました。

(純資産)

当事業年度末における純資産合計は2,134,665千円となり、前事業年度末に比べ459,451千円増加いたしました。

これは上場に伴う新株発行による資本金の増加127,374千円、資本準備金の増加127,374千円、当期純利益による利

益剰余金の増加204,703千円によるものであります。

以上の結果、資本金157,374千円、資本剰余金127,374千円、利益剰余金1,848,519千円、新株予約権1,398千円と

なりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当事業年度における現金及び現金同等物は948,685千円となり、前事業年度と比べ459,627千円増加いたしまし

た。

営業活動によるキャッシュ・フローにつきましては、548,908千円の収入(前事業年度は212,796千円の収入)とな

りました。これは、主に税引前当期純利益309,979千円、減価償却費259,751千円、売上債権の増加△69,155千円、

棚卸資産の減少66,794千円によるものであります。

投資活動によるキャッシュ・フローにつきましては、353,323千円の支出(前事業年度は10,530千円の支出)となり

ました。これは、ソフトウエアなど無形固定資産の取得による支出221,508千円、レンタル販売によるカートナビや

スマートウォッチなどの有形固定資産の取得による支出131,846千円が発生したことによるものであります。

財務活動によるキャッシュ・フローにつきましては、264,042千円の収入(前事業年度は該当なし)となりました。

これは、主に上場に伴う新株発行による収入254,748千円、オフィスの新設資金調達のための長期借入れによる収入

23,000千円が発生したことによるものであります。

（４）今後の見通し

当社の主要分野でありますゴルフ関連事業のカートナビ分野におきましては、リプレースの促進や高付加価値ソ

リューションの提供によりリカーリング・レベニューの最大化を図ってまいります。海外市場につきましては、ア

ジア地域を手始めといたしまして、グローバルな事業展開・販路拡大を図ってまいります。

コミュなび事業におきましては、大手代理店との間に強固なパートナーシップを構築し、先方のプラットフォー

ムと連携することで、元来の単機能で安価な「使いやすさ・親しみやすさ」を武器に販売活動を加速してまいりま

す。

健康見守り事業におきましては、健康志向の高まりを背景に、建設業や製造業など健康管理が主要な課題となっ

ております業界向け、あるいは病院などの医療機関向けにウェアラブルデバイスから収集したバイタル情報をクラ

ウド上で管理出来るサービスを展開してまいります。

以上のもと、当社のあるべき姿として「安心・安全・楽しみを届けるプラットフォーマー」への成長を目指して

まいります。

また当事業年度まで継続的に取り組んでまいりましたリカーリング収益中心の収益体質への移行、製品の集約化

による仕入、開発の効率化を来期も推し進め、一過性ではない着実な収益性の向上に努めてまいります。

上記内容を踏まえ、来期の業績予想につきましては、売上高2,626,984千円、営業利益350,789千円、経常利益

353,588千円、当期純利益232,449千円を見込んでおります。

なお、本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で

あると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実

際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社は、期間比較可能性及び国内企業間の比較可能性を考慮し、当面は、日本基準で財務諸表を作成する方針で

あります。

なお、ＩＦＲＳの適用につきましては、国内外の諸情勢を考慮の上、適切に対応していく方針であります。
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３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2025年９月30日)

当事業年度
(2026年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 489,057 948,685

電子記録債権 7,609 12,583

売掛金 322,326 386,508

商品及び製品 95,895 44,264

原材料及び貯蔵品 332,192 321,985

仕掛品 12,035 7,078

前渡金 9,128 15,363

前払費用 22,478 21,181

リース債権 1,125 －

その他 4,159 1,723

貸倒引当金 △100 △400

流動資産合計 1,295,908 1,758,973

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 104,479 101,179

構築物（純額） 4,640 3,715

車両運搬具（純額） 13,914 11,719

工具、器具及び備品（純額） 153,890 148,197

土地 23,679 47,197

建設仮勘定 4,611 1,856

有形固定資産合計 305,216 313,866

無形固定資産

商標権 － 307

ソフトウエア 268,608 421,666

ソフトウエア仮勘定 243,118 163,914

無形固定資産合計 511,727 585,888

投資その他の資産

出資金 21 21

長期前払費用 19,823 16,761

繰延税金資産 64,723 51,996

その他 7,505 7,287

投資その他の資産合計 92,072 76,065

固定資産合計 909,016 975,820

資産合計 2,204,925 2,734,793
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(単位：千円)

前事業年度
(2025年９月30日)

当事業年度
(2026年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 104,557 63,611

１年内返済予定の長期借入金 － 3,285

未払金 68,711 67,761

未払費用 8,328 7,639

未払法人税等 14,016 88,463

契約負債 183,455 175,121

預り金 4,043 3,432

賞与引当金 45,466 49,413

受注損失引当金 6 －

その他 38,490 47,376

流動負債合計 467,076 506,106

固定負債

長期借入金 － 17,250

退職給付引当金 62,546 76,764

その他 88 6

固定負債合計 62,634 94,021

負債合計 529,711 600,127

純資産の部

株主資本

資本金 30,000 157,374

資本剰余金

資本準備金 － 127,374

資本剰余金合計 － 127,374

利益剰余金

利益準備金 7,500 7,500

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 1,636,316 1,841,019

利益剰余金合計 1,643,816 1,848,519

株主資本合計 1,673,816 2,133,267

新株予約権 1,398 1,398

純資産合計 1,675,214 2,134,665

負債純資産合計 2,204,925 2,734,793
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2024年10月１日
至 2025年９月30日)

当事業年度
(自 2025年10月１日
至 2026年９月30日)

売上高 2,370,522 2,471,797

売上原価 1,667,522 1,566,686

売上総利益 702,999 905,110

販売費及び一般管理費

業務委託料 31,784 29,976

給与手当 189,163 195,210

退職給付費用 9,755 7,071

研究開発費 13,365 11,956

減価償却費 15,675 15,597

賞与引当金繰入額 20,572 22,983

貸倒引当金繰入額 － 300

その他 332,690 308,439

販売費及び一般管理費合計 613,007 591,534

営業利益 89,991 313,576

営業外収益

受取利息 1,502 2,823

受取配当金 10 3

補助金収入 － 5,000

受取補償金 13,488 2,501

受取地代家賃 2,727 2,727

従業員互助会資産受贈益 － 9,108

その他 2,095 612

営業外収益合計 19,823 22,775

営業外費用

支払利息 87 705

賃貸費用 1,130 1,054

株式交付費 － 8,847

上場関連費用 － 13,076

固定資産廃棄損 1,122 －

その他 438 191

営業外費用合計 2,778 23,874

経常利益 107,037 312,476

特別利益

固定資産売却益 337 －

特別利益合計 337 －

特別損失

固定資産売却損 － 598

固定資産除却損 2,420 250

減損損失 21,201 1,648

特別損失合計 23,622 2,497

税引前当期純利益 83,752 309,979

法人税、住民税及び事業税 24,990 92,492

法人税等調整額 △15,738 12,726

過年度法人税等 10,307 57

法人税等合計 19,559 105,276

当期純利益 64,193 204,703
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 2024年10月１日 至 2025年９月30日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本

合計資本準備金 資本剰余金合計 利益準備金

その他利益

剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 30,000 － － 7,500 1,572,123 1,579,623 1,609,623

当期変動額

新株の発行 －

当期純利益 64,193 64,193 64,193

当期変動額合計 － － － － 64,193 64,193 64,193

当期末残高 30,000 － － 7,500 1,636,316 1,643,816 1,673,816

新株予約権 純資産合計

当期首残高 1,398 1,611,021

当期変動額

新株の発行 －

当期純利益 64,193

当期変動額合計 － 64,193

当期末残高 1,398 1,675,214

当事業年度(自 2025年10月１日 至 2026年９月30日)

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本

合計資本準備金 資本剰余金合計 利益準備金

その他利益

剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 30,000 － － 7,500 1,636,316 1,643,816 1,673,816

当期変動額

新株の発行 127,374 127,374 127,374 254,748

当期純利益 204,703 204,703 204,703

当期変動額合計 127,374 127,374 127,374 － 204,703 204,703 459,451

当期末残高 157,374 127,374 127,374 7,500 1,841,019 1,848,519 2,133,267

新株予約権 純資産合計

当期首残高 1,398 1,675,214

当期変動額

新株の発行 254,748

当期純利益 204,703

当期変動額合計 － 459,451

当期末残高 1,398 2,134,665
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2024年10月１日
至 2025年９月30日)

当事業年度
(自 2025年10月１日
至 2026年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 83,752 309,979

減価償却費 268,057 259,751

長期前払費用償却額 3,000 3,000

賞与引当金の増減額（△は減少） 674 3,946

退職給付引当金の増減額（△は減少） 16,770 14,218

貸倒引当金の増減額（△は減少） － 300

減損損失 21,201 1,648

受取利息及び受取配当金 △1,513 △2,826

受取補償金 △13,488 △2,501

固定資産売却損益（△は益） △337 598

固定資産除却損 2,420 250

受取地代家賃 △2,727 △2,727

賃貸費用 1,130 1,054

支払利息 87 705

補助金収入 － △5,000

従業員互助会資産受贈益 － △9,108

上場関連費用 － 13,076

株式交付費 － 8,847

固定資産廃棄損 1,122 －

売上債権の増減額（△は増加） 84,451 △69,155

棚卸資産の増減額（△は増加） △89,556 66,794

リース債権の増減額（△は増加） 666 1,125

仕入債務の増減額（△は減少） △120,600 △40,945

未払金の増減額（△は減少） △10,499 △4,356

契約負債の増減額（△は減少） △9,385 △8,334

前渡金の増減額（△は増加） 522 △6,235

その他の流動資産の増減額（△は増加） △6,905 3,654

その他の固定資産の増減額（△は増加） △1,037 61

その他の流動負債の増減額（△は減少） 17,008 7,586

その他の固定負債の増減額（△は減少） 88 △81

その他 243 229

小計 245,148 545,556

利息及び配当金の受取額 1,534 2,826

利息の支払額 △87 △710

地代家賃の受取による収入 3,068 2,727

法人税等の支払額 △53,085 △18,101

法人税等の還付額 2,730 －

補償金の受取額 13,488 2,501

補助金の受取額 － 5,000

従業員互助会資産の受贈額 － 9,108

営業活動によるキャッシュ・フロー 212,796 548,908
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(単位：千円)
前事業年度

(自 2024年10月１日
至 2025年９月30日)

当事業年度
(自 2025年10月１日
至 2026年９月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） 433,032 －

有形固定資産の取得による支出 △92,938 △131,846

有形固定資産の売却による収入 337 50

無形固定資産の取得による支出 △350,937 △221,508

その他 △24 △18

投資活動によるキャッシュ・フロー △10,530 △353,323

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 － 23,000

長期借入金の返済による支出 － △2,464

株式の発行による収入 － 254,748

株式の発行による支出 － △6,164

上場関連費用の支出 － △5,076

財務活動によるキャッシュ・フロー － 264,042

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 202,265 459,627

現金及び現金同等物の期首残高 286,791 489,057

現金及び現金同等物の期末残高 489,057 948,685
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（５）財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

(セグメント情報)

１ 報告セグメントの概要

(1) 報告セグメントの決定方法

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資

源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。当社は、事

業活動を基礎としたサービス別のセグメントから構成されており、「ゴルフ関連事業」、「コミュなび事業」

「健康見守り事業」の３つを報告セグメントとしております。

(2) 各報告セグメントに属する製品及びサービスの種類

「ゴルフ関連事業」は、主にゴルフカートナビシステムの開発を行い、販売・保守運用管理をしております。

「コミュなび事業」は、主に保育園向けアプリの開発を行い、販売・保守運用管理をしております。

「健康見守り事業」は、主に建設業界や医療機関向けのアプリの開発を行い、販売・保守運用管理をしており

ます。

２ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法

報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、財務諸表作成において採用している会計処理の方法と概ね

同一であります。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。
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３ 報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報

前事業年度(自 2024年10月１日 至 2025年９月30日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

財務諸表
計上額
(注)２ゴルフ関連

事業
コミュなび

事業
健康見守り

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 2,063,140 276,890 30,491 2,370,522 ― 2,370,522

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 2,063,140 276,890 30,491 2,370,522 ― 2,370,522

セグメント利益
又は損失（△）

358,478 27,007 △73,602 311,882 △221,890 89,991

セグメント資産 1,139,421 163,094 208,984 1,511,500 693,424 2,204,925

その他の項目

減価償却費 196,217 49,996 12,916 259,130 8,927 268,057

有形固定資産及び無形固
定資産の増加額

239,903 69,246 113,062 422,213 2,806 425,019

(注) １．調整額は、以下のとおりであります。
(1) セグメント利益又は損失（△）の調整額△221,890千円には、各報告セグメントに配分していない全社費

用221,890千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費でありま
す。

(2) セグメント資産の調整額693,424千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であります。全社
資産は、主に報告セグメントに帰属しない本社建物、現金及び預金であります。

(3) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額2,806千円は、主に報告セグメントに帰属しない巻オフ
ィス建物であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、財務諸表の営業利益と調整を行っております。
３. 新規上場にあたり、東京証券取引所に提出した「上場申請のための有価証券報告書Ⅰの部」における上記注

記の「有形固定資産及び無形固定資産の増加額」の金額に誤りがございました。
「上場申請のための有価証券報告書Ⅰの部」上の金額(誤)

(単位：千円)

報告セグメント

調整額
財務諸表
計上額ゴルフ関連

事業
コミュなび

事業
健康見守り

事業
計

有形固定資産及び無形固
定資産の増加額

285,288 69,246 125,641 480,175 3,502 483,678
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当事業年度(自 2025年10月１日 至 2026年９月30日)

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注)１

財務諸表
計上額
(注)２ゴルフ関連

事業
コミュなび

事業
健康見守り

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 2,122,548 286,551 62,697 2,471,797 ― 2,471,797

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ― ―

計 2,122,548 286,551 62,697 2,471,797 ― 2,471,797

セグメント利益
又は損失（△）

586,091 34,686 △99,010 521,767 △208,191 313,576

セグメント資産 1,175,101 147,736 281,208 1,604,047 1,130,746 2,734,793

その他の項目

減価償却費 167,427 48,890 35,088 251,406 8,345 259,751

有形固定資産及び無形固
定資産の増加額

218,349 37,528 88,630 344,508 3,300 347,808

(注) １．調整額は、以下のとおりであります。
(1) セグメント利益又は損失（△）の調整額△208,191千円には、各報告セグメントに配分していない全社費

用208,191千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費でありま
す。

(2) セグメント資産の調整額1,130,746千円は、各報告セグメントに配分していない全社資産であります。全
社資産は、主に報告セグメントに帰属しない本社建物、現金及び預金であります。

(3) 有形固定資産及び無形固定資産の増加額の調整額3,300千円は、主に報告セグメントに帰属しない巻オフ
ィス建物であります。

２．セグメント利益又は損失(△)は、財務諸表の営業利益と調整を行っております。

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

前事業年度(自 2024年10月１日 至 2025年９月30日)

(単位：千円)

報告セグメント

調整額
財務諸表
計上額ゴルフ関連

事業
コミュなび

事業
健康見守り

事業
計

減損損失 21,201 ― ― 21,201 ― 21,201

当事業年度(自 2025年10月１日 至 2026年９月30日)

(単位：千円)

報告セグメント

調整額
財務諸表
計上額ゴルフ関連

事業
コミュなび

事業
健康見守り

事業
計

減損損失 1,648 ― ― 1,648 ― 1,648

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】

前事業年度(自 2024年10月１日 至 2025年９月30日)

該当事項はありません。

当事業年度(自 2025年10月１日 至 2026年９月30日)

該当事項はありません。

(持分法損益等)

当社は関連会社を有していないため、該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

前事業年度
(自 2024年10月１日
至 2025年９月30日)

当事業年度
(自 2025年10月１日
至 2026年９月30日)

１株当たり純資産額 392円91銭 455円24銭

１株当たり当期純利益 15円07銭 47円65銭

(注)１．2026年７月１日付けで普通株式１株につき５株の割合で株式分割を行っております。前事業年度の期首に当

該株式分割が行われたと仮定して１株当たり純資産額及び１株当たり当期純利益を算定しております。

２．前事業年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益につきましては、潜在株式は存在するものの、当社株式

は非上場であり、期中平均株価が把握できないため記載しておりません。

３．当事業年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益につきましては、潜在株式は存在するものの、希薄化効

果を有していないため記載しておりません。

４．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前事業年度

(自 2024年10月１日
至 2025年９月30日)

当事業年度
(自 2025年10月１日
至 2026年９月30日)

１株当たり当期純利益

当期純利益(千円) 64,193 204,703

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る当期純利益(千円) 64,193 204,703

普通株式の期中平均株式数(株) 4,260,000 4,295,500

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り当期純利益の算定に含まれなかった潜在株式の概要

新株予約権４種類
(新株予約権の数427,250個)

新株予約権４種類
(新株予約権の数417,800個)

５．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前事業年度末

(2025年９月30日)
当事業年度末

(2026年９月30日)

純資産の部の合計額(千円) 1,675,214 2,134,665

純資産の部の合計額から控除する金額(千円) 1,398 1,398

（うち、新株予約権（千円）） （1,398） （1,398）

普通株式に係る期末の純資産額(千円) 1,673,816 2,133,267

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式の
数(株)

4,260,000 4,686,000

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


